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ABC クラス計 131 名の履修者を対象とする『教職実践演習(小)Ｂ』の授業ガイダンス用資料(紙幅の都合
上、一部を割愛している)である。授業担当教員は、前原・磯部・遠藤の三名である。 
本科目は、平成 22 年度より小学校教職課程を主に専攻する教育学科４年次生を対象に、平成 24 年




7 月 11 日)』の基本的な考え方については、以下報告書 1・2 及び答申 3 を参照願いたい。 
１．武庫川学院立学の精神に立脚した全人的教職実践力の形成とその質保証システムの再構築―我が国近年の教師教育改
革施策の動向と課程認定大学の対応課題―武庫川女子大学教育研究所 研究レポート第 47 号 33－100 
http://www.mukogawa-u.ac.jp/~kyoken/maehara.pdf 
２．武庫川学院立学の精神に立脚した全人的教職実践力形成論―本学教員養成質保証システム再構築途上における『教職
実践演習(小)ＡＢ』の報告と課題―2010～2017 武庫川女子大学教育研究所 研究レポート第48 号 55－102 
http://www.mukogawa-u.ac.jp/~kyoken/report48/4804.pdf 
３．中央教育審議会答申『今後の教員養成・免許制度の在り方について(平成 18 年 7 月 11 日)』
http://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chukyo/chukyo0/toushin/1212707.htm 
































































を参照。更には、平成 22 年に刊行された『武庫川学院創立七十年史』88 頁～89 頁を参照のこと。 
(3) 【兵庫県】https://www.hyogo-c.ed.jp/~kyoshokuin-bo/kyouinsihyou.pdf 
 【大阪府】http://www.pref.osaka.lg.jp/attach/6350/00000000/kensyukeikaku2%20.pdf 
(4) 高等教育質保証学会第 8 回大会では、永田恭介大学基準協会会長による「我が国の大学教育と教育質保証の方向性」
と題する基調講演と併せて、「教職課程、その質保証の現在と今後を考える―再課程認定後の教員養成教育の質をど
う確保し保証していくのか―」というセッションが展開された。現職教員をも含む教師教育の質保証に関する外的内
的保証システムの具体的な在り方が、問われている。発表要旨集録(2018 年 8 月 25 日 於中央大学)を参照のこと。
なお日本教師教育学会編 2017 日本教師教育学会年報第 26 号では、『「標準化」「基準化」の動向』という特集が組ま




















































① 使命感・責任感・教育的愛情  ② 社会的対人関係能力  










① 平成 30 年度前期までの履修状況を踏まえて、「教職ファイル」を完成させ、３回目 10 月 13 日(土)
の授業終了後、クラスごとに幹事がまとめて、担当者の研究室に持参する。未提出者は、担当者の
− 178−
指示に従う。なお、未返却教職ファイル・探求ノートについては、初回 9 月 22 日(土)に返却します。














































































7．探求ノートＰＡＲＴ５については、10 月 13 日(土)までに完成させて、クラス幹事さんが取りまとめて、前原
までお届けください。全員分の分析を行う予定ですが、各クラスでまとめる時間をとりたいと考えています。 
− 180−
【Ⅲ】第２回目～第 13 回目の授業における「履修学生の行動」及び「担当者の対応」等について 





















































































































































ループが 10 分以内で発表し、10 分で質疑応答を行う。神戸市・西宮市・大阪府・大阪市につき、
一グループ発表を想定(20 分×４＝80 分)。 
 主課題：「４自治体教育委員会からのゲスト・ティーチャーに学んだこと」発表要領(例)＜プレゼンテーション＞ 
ゲスト・ティーチャ  ー 発表予定クラス 発表予定グループ・メンバー及びリーダー(＊) 
大 阪 府 (10 分＋10 分) Ａ Ｂ Ｃ 
大 阪 市 (10 分＋10 分) Ａ Ｂ Ｃ 
西 宮 市 (10 分＋10 分) Ａ Ｂ Ｃ 
神 戸 市 (10 分＋10 分) Ａ Ｂ Ｃ 
②15 回目前半：副課題として、担当者裁量の特定テーマにつき、３グループが 10 分以内で発表し、
10 分で質疑応答を行うことを想定(20 分×３＝60 分)。 
  副課題：「担当者裁量の特定テーマ」についてのグループによる発表要領(例) ＜プレゼンテーション＞ 
発表予定クラス 主な授業担当者 発表予定グループ・メンバー及びリーダー(＊) 
Ａ クラス (10 分＋10 分) 磯  部  美  良 
Ｂ クラス (10 分＋10 分) 遠 藤  純 
Ｃ クラス (10 分＋10 分) 前 原 健 三 





























① 初回は、正面に向かって、右手前にＡクラス、左手前にＢクラス、後方にC クラスの順で着席します。ローテ 




4．授業開始時刻である午前 10 時 45 分に、全員起立して挨拶しましょう。「起立」「礼」「着席」の 
号令は、クラス幹事または前列の指名された方がかけましょう｡  
5．講義中は、以下の事項に注意しましょう。 
     ① 姿勢を正して、前を向いて、講義を拝聴します。 
     ② 講義中は、あくびをしないよう注意する。あくびしたい時は、下を向いて手を口に添えます。 
     ③ 講義中は、居眠りをしたり、私語をしたり、よそ見をしたり決してしないよう、自ら講義に集中します。 
     ④ 講義中に居眠りをしたり私語をしたりするひとが傍にいたら、勇気を出して注意しあいます。 
     ⑤ 講義中のトイレは、極力差し控えるよう、事前に用を済ませて入室します。 
     ⑥ 講義中にトイレに行きたくなった場合は、状況を見計らって姿勢を低くして静かに動きます。同様に、入室し 
ます。ドアを開閉する際に、大きな音を出さないよう注意します。 
     ⑦ 講義中に、気分が悪くなった場合は、がまんをせず、近くにいる担当教員に相談します。近くに教員が見当た 
らない場合は、傍にいる人に相談します。相談された人は、近くにいる担当教員の傍へ行って相談します。 
− 183−
     ⑧ 相談された教員は、状況を他の教員に報告し、場合によっては保健センタ (ー0798‐45-3545)へ電話し、支援を 
依頼します。 
     ⑨ 講義中は、基本として、ゲスト・ティーチャーの方を向いて、講義を拝聴しよう。 
      ○必要な場合は、探求ノートで記録メモをとり、レポート作成時に、活用できるよう心がけます。 
      ○お尋ねしたいことなどがあれば、探求ノート「私の質問コーナー」にその内容を記しておき、適切な時間に 
質問します。授業の後半に、質問時間をいただく予定です。 
      ○積極的で活発な質疑応答の時間となることを、期待します。 
      ○当該自治体の教員採用試験を受験した受講生にとっては、採用試験のことや採用後のこと等について、気に 
なっていることも多々あるでしょう。この機会に、お尋ねしてください。 
６．授業終了に際しては、全員起立のうえ、挨拶をしましょう。 
  「起立」「礼」「着席」の号令は、クラス幹事がかけましょう。感謝の気持ちを込めて、笑顔と 
大きい声で挨拶しましょう。＜「礼」に始まり、「礼」に終わる教職実践＞ 
                                    
【Ⅵ】各担当者からのメッセージ・・・・(記載欄については、紙幅の都合上割愛する)                             
 
【Ⅶ】『教職実践演習(小)A・B』関連の参考文献・資料等の紹介と鳴松会・鳴教会へのご案内 












２．多賀一郎・藤本美知代・宇野弘恵著 2016 女性教師だからこその教育がある！ 学事出版 
３．佐藤博・山﨑隆夫編著 2014 みんな悩んで教師になる かもがわ出版 
４．石原加受子 2016 先生に向いていないかもしれないと思った時に読む本 小学館 
５．安次嶺隆幸著 2013 すべては挨拶からはじまる！「礼儀」でまとめる学級づくり東洋館出版社 
６．諸富祥彦著 2012 教師の悩み解決塾 教育開発研究所 
Ｂ 最近の教員養成論に関心を持つひとのために～教師教育学へのいざない～ 
１．上條晴夫責任編集 2015 教師教育～いま、考えるべき教師の成長とは～さくら社 
 ２．武田信子・金井香里・横須賀聡子編著 2016 教員のためのリフレクション・ワークブック～往還する理論と実 
践～学事出版 
    ３．コルトハーヘン著 武田信子監訳 2010 教師教育学～理論と実践をつなぐリアリスチック・アプローチ～学社 




１．中央教育審議会答申(平成 18 年 7 月 11 日)今後の教員養成・免許制度の在り方について(答申) 
２．原田恵理子・森山賢一編著 2014 自己成長を目指す教職実践演習テキスト 北樹出版  
３．西岡加名恵・石井英真・川地亜弥子・北原琢也著 2013 教職実践演習ワークブック～ポートフォリオで教師力 
アップ～ミネルヴァ書房 
４．青木秀雄編 2013 教職実践演習 ～磨きあい高めあう熱意ある教師に～ 明星大学出版社 
５．梨木昭平著 2012 教職実践演習 ～ロールプレイ・ロールレタリング対応～ 大学教育出版 
６．小田豊・神長美津子編著 2013 保育・教職実践演習 光生社 



























 ③ 全体の確認作業を踏まえて、卒業後、(a)取組みたい課題 (b)この授業について改善・工夫してほしいことなど
を具体的にお答えください。(回答欄省略) 
資料Ⅲ：武庫川学院立学の精神に立脚した全人的教職実践力の体系化とその質保証システムの構築〔構造図〕 
 ① 本学にて開設されている＜全ての教職課程と教職実践演習との関連性＞について、構造的に理解する。 



























































































ている      
  
② 外国語等の一般的・基礎的な教養を養おうとしている      
③ 情報教育機器の活用を理解し、技術の基礎を身につけようとしている      
④ 自国や他国の文化・歴史について正しく理解し、文化・歴史の違いを超えて
互いを尊重しようとしている      
⑤ 自然を尊重し、大切にしている      
⑥ 自分のストレスや健康状態を適切に管理できる      





① 教育に対する情熱・使命感を高めるための努力をしている      
   
② 教育の重要性と社会的意義・責任を深く認識している      
③ 子どもを一人の人間として尊敬し、愛情をもってともに成長する存在となる
ことをめざしている      






      




     
③ 教育の理念、教育に関する歴史・思想についての基礎理論・知識を習得して




     
⑤ 子どもの成長や健康に配慮して行う教育活動の基礎を理解している      
⑥ 子どもの安全を確保する危機管理の基礎を理解している      
⑦ 学校教育における学校経営・学級経営の重要性や課題について理解している      






      
   
② 学習集団形成に必要な基礎理論・知識を習得している 
      
③ 個々の子どもの特性や社会的･環境的背景を踏まえて適切にかかわる方法を
理解している      
④ 生徒指導の目的や方法を理解し、個々の子どもに応じた対応方法を身につけ
ている      












      
③ 国語科教育分野の科目の内容や指導法について理解している 
      
④ 社会科教育分野の科目の内容や指導法について理解している 
      
⑤ 算数科教育分野の科目の内容や指導法について理解している 






      
⑦ 生活科教育分野の科目の内容や指導法について理解している 
      
⑧ 音楽科教育分野の科目の内容や指導法について理解している 
      
⑨ 図画工作科教育分野の科目の内容や指導法について理解している      
⑩ 家庭科教育分野の科目の内容や指導法について理解している 
      
⑪ 体育科教育分野の科目の内容や指導法について理解している 
      
⑫ 道徳教育の内容や指導法に関する基礎理論・知識を習得している 
      
  
⑬ 特別活動の内容や指導法に関する基礎理論・知識を習得している 
      
⑭「総合的な学習の時間」の内容や指導法に関する基礎理論・知識を習得して
いる      
⑮「外国語活動」の内容や指導法に関する基礎理論・知識を習得している 
      
⑯ 情報教育の内容や指導法に関する基礎理論・知識を習得している      
⑰ 教材を分析することができる 








     
⑲ 教科書にある題材や単元等に応じた教材・資料を開発・作成することができ




     
㉑ 板書や発問、的確な話し方など授業を行う上での基本的な表現の技術を身に
つけている      
㉒ 授業評価や学習評価を、その目的を理解したうえで客観的に行うことができ
る      

























































































     
















     











ができる      
③ 自らの教育実践のよりよい改善をめざすため、国内外の教育動向について広
い関心をもち、関連の情報等を収集し、積極的に活用することができる      
④ 我が国や海外の教育に関する様々な課題(いじめ･不登校･特別支援教育・子
どもの変化を含む)に関心をもっている      
⑤ 我が国や海外の学校教育に関する様々な課題について、多様な情報を収集
し、それらを理解することができる      
⑥ 我が国や海外の学校教育に関する様々な課題について、多様な情報や他者の













     




      
資料Ⅱ『総合自己評価 レーダーチャート』 

















⼤教４年（ ）組（ ）番 名前（         ）提出︓10 月 13 日(土) 







































































本学が教職課程実地視察を受けた平成 20 年 12 月まで、(2)その直後の平成 21 年度中の課程認定審査まで、(3)平成 22 年













に指導・校閲を賜わりました。厚く御礼申し上げます。                 前原健三(担当者を代表して) 
           資料Ⅲ 武庫川学院立学の精神に立脚した全人的教職実践力の体系化とその質保証システムの構築〔構造図〕 
                              立  学  の  精  神 
本学院の教育は、建国の理想に遵い、平和的な国家及び社会の形成者として、高い知性と善美な情操と高雅な徳性とを兼ね具えた有為な女性を育成するにある。 
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↑初等教職課程を認定されている学部・学科(学士課程)及び大学院研究科各専攻(修士課程) ＋ 共通教育課程 ↑ 
                              教  育  推  進  宣  言  
教育目標実現へ向けて、自立した学生を社会に送り出すため、主体性・論理性・実行力を培う女子教育に教職員一丸となって取り組みます。 
   【註】教育学科並びに健康スポーツ科学科に開設されている教職課程科目については、全て学士課程・短期大学士課程に含まれる。 
− 188−
